
   職員研修（７月） 

1～３日 キャリアアップ研修（原） 

9・１０日 中国地区保育研究大会（園長・藤原） 

1０日 支援児担当者研修会（松田） 

14 日 保育士部会保健研修会（杉谷） 

15 日 島根県私保連青年部研修会（勝部） 

   

      ７月の園だより 
 

                       社会福祉法人西野福祉会 伊波野保育園 

令和８年 6 月 30 日発行 

 梅雨明けが待ち遠しい季節になりました。じめじめとした蒸し暑さの中でも子どもたちは元気いっぱ

い遊んでいます。７月はこの時期ならではのプールや水遊びを思い切り楽しみたいと思います。夏は体

力の消耗が特に激しい季節ですので、十分に食事・睡眠をとりましょう。楽しみがいっぱいの夏を乗り

切るためにも、規則正しい生活リズムを心掛けたいですね。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪メディアと上手につきあうウイーク≫ 

今年度初めての「メディアと上手につきあうウイーク」の取り組みが 4 日（土）から始まります。

メディア（TV、携帯、パソコン、タブレットなど）を使っての子育て、一概に否定はできませんが一

方的に刺激を与える環境で育つとコミュニケ―ションをとるのが苦手になってしまいます。メディアと

離れるのは難しい現状ですが、メディアに触れない日を一日でいいのでとってみましょう。 

～（株）ダイニ様より三輪車などをご寄贈いただきました。～ 

保育園の駐車場の整備をしていただいた、（株）ダイニ様より園児のみなさんへと三輪車など 5 台をご

寄贈いただき、6/19 に遊戯室でくま組、きりん組が参加し贈呈式をしました。大切に使わせていただ

きます。 

 

      今月の歌 

♬ たなばたさま 

♬ ぼくのミックスジュース 

   ♬ みずあそびのうた 

♬ きらきらぼし 

 ♬ とんでったバナナ 

 



  ★お盆希望保育のお知らせ★ 

8/12（水）～１４（金）はお盆希望保育です。 

保育はお仕事でお子さんを見ることができな

い方に限らせていただきます。 

ご都合を付けて頂きありがとうございます。 

7 月の予定 

 

 

 

 

日 行事予定 備考 

２（木） ジョイナス体操教室 楽しく体を動かしましょう。体操服、水筒忘れずに。 

4（土） メディアと上手につきあう 

ウイーク（～１０日まで） 

今年度最初の｛メディアと上手につきあうウイーク｝ 

です。今年度から土曜日始まりになりました。 

６（月） きりん組保育参加（～１０日まで） 

七夕会 

きりん組保護者さんお待ちしております。 

子どもたちの願いごとがかないますように。 

７（火） 交通安全教室（以上児） 斐川交番のお巡りさんに横断歩道の渡り方を教えてもらいます。 

８（水） うどん作り たくさん踏むとこしのあるうどんになります。 

９（木） 避難訓練（地震） 地震を想定しての訓練です。 

１０（金） 布団の持ち帰り きれいに洗濯をお願いします。 

１３（月） 空弁当の日 

うさぎ組保育参加（～１７日まで） 

以上児クラスはお弁当箱などの準備をお願いします。 

うさぎ組の保護者さんお待ちしています。 

1５（水） 交通安全立哨 駐車場から出る時は、必ず一旦停止をお願いします。 

1６（木） ジョイナス体操教室 暑いですが元気に身体を動かしましょう。 

2１（火） 身体測定(～２２日) 

園開放の日 

大きくなったかな？   

在宅の親子さんが保育園に遊びに来られます。 

２３（木） お話の日 お話大好き川井さんの楽しいお話です。 

２４（金） 夏まつり 

布団持ち帰り 

子どもたちと職員で夏まつりを楽しみます。 

汗をかきますので月 2 回の持ち帰りをお願いします。 

２８（火） 歯科検診(9:30～) ひよこ組さんから順番に診てもらいます。 

3０（木） 誕生会 １４名のお友だちがお祝いしてもらいます。 

３１（金） 夕涼み会（くま組） 詳細はクラスから。 

～こんげつのおやくそく～ 

・駐車場では手をつなごうね。  

・トイレのスリッパをそろえようね。 

・暑くなったので、こまめに水分補給をしようね。 

８月の予定 

・３日(月)～５日(水) 

りす組保育参加 

・6日(木)７日(金)１０日(月)

こりす組保育参加 

・1２日（水）～1４日(金)

お盆希望保育 

４，５歳児を対象に「おはよう

の会」を行います。今月に歌や、

約束などをお話しますのでご家

庭でもよろしくお願いします。 

＊りす組の持田理穂保育士

が結婚し、梶田理穂になり

ました。家庭を持ち、より

一層保護者の皆様に寄り添

う保育をしてくれることと

思います。 


